
 

 

 

 

 

平成29年11月10日 

各   位 

会 社 名   株式会社ユニマット リタイアメント・コミュニティ 

代表取締役名  代 表 取 締 役 社 長 中 川 清 彦  

（JASDAQ・コード9707） 

問い合わせ先  常務取締役管理本部長   寺 坂   淳 

電 話 番 号 03（5413）8228 

 

平成 30年３月期第２四半期（累計）業績予想及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 29年５月12日に公表しました平成30年３月期第２四半期累計期

間（平成 29年４月１日～平成 29年９月 30日）の業績予想及び平成 30年３月期通期（平成 29年４月１日～平

成30年３月31日）の業績予想を修正することとしましたので、以下のとおりお知らせいたします。 

 

１.平成30年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 29年４月１日～平成 29年９月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
（百万円） 

22,110 

（百万円） 

1,230 

（百万円） 

980 

（百万円） 

1,080 

（円 銭） 

133.45 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 22,597 1,446 1,103 1,664 193.56 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 487 216 123 584  

増  減  率 （  ％  ） 2.2 17.6 12.6 54.1  

（参考）前期第２四半期実績 

（平成29年３月期第２四半期） 
22,118 1,300 1,071 1,273 162.45 

 

２.平成30年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 29年４月１日～平成30年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
（百万円） 

44,590 

（百万円） 

2,210 

（百万円） 

1,700 

（百万円） 

1,570 

（円 銭） 

193.99 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 48,900 2,450 1,810 2,050 238.41 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 4,310 240 110 480  

増  減  率 （  ％  ） 9.7 10.9 6.5 30.6  

（ 参 考 ） 前 期 連 結 実 績 

（ 平 成 2 9 年 ３ 月 期 ） 
44,243 2,114 1,621 1,341 165.72 

 



 

３.修正の理由 

 （１）第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正の理由 

   売上高につきましては、平成29年４月１日付で吸収分割により譲渡をした「アクティバ琵琶（滋賀県大

津市）」の減少分を見込んでおりましたが、その他の事業所において利用者数の増加に伴い稼動率が計画を

上回ったことから、前回発表予想を上回る見込みとなっております。営業利益及び経常利益につきまして

は、継続してコスト削減に取組んだことによる収益力の向上と当初予定していた施設の修繕計画の適正化

を図り、その一部を第３四半期以降に繰り越したこと、親会社株主に帰属する四半期純利益につきまして

は、投資有価証券売却益等を計上したことにより、前回発表予想を上回る見込みとなっております。 

 

 （２）通期連結業績予想数値の修正の理由 

 第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正理由に加えて、平成29年10月１日付で、株式会社ユニマ

ットキャラバン（以下、「キャラバン」という。）の全株式を取得し、同日付で株式会社ユニマットプレシ

ャスのレストラン事業等をキャラバンが吸収分割により承継するとともに、キャラバンを連結の範囲に追

加したこと等により、通期連結業績予想の売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純

利益につきましても、前回発表予想を上回る見込みとなっております。                                                                                                                        

                                                  

※上記の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報及び業績に影響を与える不確実な要因に係る仮定

を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 

 


